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趣  旨 

１．親子が一緒に楽しく体を動かして遊ぶ活動を体験することにより、幼児期に

必要な体力・運動能力の基礎を培うためには、多様な体の動きが必要なことを

理解するとともに、それらの体の動きを体系化した「３６の基本的な動き」に

ついて普及・啓発を図り、「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」について

考える一助とする 

２.「早寝早起き朝ごはん」運動の普及・啓発のための活動をとおして、規則正

しい生活習慣を身に付けることの大切さを学ぶことにより、親子で小学校入

学に向けた意識や心構えを高める機会とする。 

期  間 平成 30年 2 月 3日（土）日帰り 会場：西郷村文化センター 

募集人員 

（募集結果） 

小学校入学を予定している幼児を含む親子・家族及び幼稚園・保育園・認定 

こども園の指導者等（応募者数 22名、参加者数 14 名） 

①  事業の特色 

・前半は、屋内でも楽しめる「運動遊び体験」を参加者・講師・職員の全員で体験することにより、 

親子が家に帰ってからも楽しく遊びが続けられるきっかけとなるように取り組んだ。 

・後半は、親・指導者と子供とに分かれて活動を行った。 

親・指導者対象の活動では、前半の「運動遊び体験」の解説とグループワークを行い、子育てや

幼児教育について連携・交流を深める機会とした。幼児対象の活動では、紙芝居や塗り絵などの

「早寝早起き朝ごはん」国民運動にかかる活動をとおして、規則正しい生活習慣の大切さについ

て学ぶ機会とした。 

    

 

 

 

 

 

【運動遊び体験①】         【運動遊び体験②】     【グループワーク】 

②  事業の成果と課題 

＜事業の成果＞ 

・「運動遊び体験」をとおして、子供は大人の価値観にとらわれない自由な発想で遊びを行ってい

ることに親や指導者が再認識する機会となった。 

・子供が持っている自由な発想に基づく「遊ぶ力」を理解し、親や指導者が今後の子育てや幼児教

育に生かしていくことをとおして、「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」について考える一

助となった。 

＜事業の課題＞ 

・「36の基本的な動き」を意図した運動遊びが必要なのではなく、子供が自由に遊ぶ中に「36の基 

本的な動き」の要素が備わっているという理解を普及・啓発すること。 

・福島県西白河地区に加え、東白川地区にも対象を広げ、広域的な事業展開を目指すこと。 

      （事業推進室長 安達 拓人） 



 


